
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（ 熊本県立矢部高等 ）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
校訓「通潤魂」（豊かな心、勤労の喜び、創造の喜び、不屈の意志）を柱として、三綱領「
誠実にして 礼節を重んずる」「勤労を尚び 自立を目指す」「創造の喜びを求め 不屈の
意志を培う」を実践する。 

 

２ 本年度の重点目標 
「 自ら気づき 考え 行動する 」 
すべての教育活動と地域とのつながりの中で自立する生徒の育成 
・「自ら気づき 考え 行動する」という教育スローガンのもと、すべての教育活動をとお
して生徒の主体性や自らを律する力を育成する。 
・地域とのつながりをとおして、将来、地域社会を構成する自立した一人の人間として力強
く生きていくための総合的な力（人間力）を高める。 
 
１ 生徒の自己有用感を高める指導の充実（居場所と出番、安心感のあるクラスづくり） 
２ 生き生きと学び合う授業づくりの推進（授業改善と学習評価の工夫、ＩＣＴ活用） 
３ 自治力を高める活動の推進（生徒会、学校家庭クラブ、学校農業クラブの取組） 
４ 地域とともにある学校づくりの推進（地域との協働事業、ボランティア活動） 
５ 健やかでたくましい心身を育む教育の推進（心身の自己管理、部活動の推進、清掃活動） 
６ 実効性のある働き方改革の推進（業務内容の見直しで生徒と向き合う時間を作る） 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

開かれた
学校づく
り 

○広報活動
の推進 
○公開授業
の推進 

○学校の取
組や学校
の最新情
報の発信 

○公開授業
を年間２
回実施 

 

○ＩＣＴ部の新設 
ＨＰ・ＳＮＳ等に
よる情報発信 

○各部・各科・各学年
が連携した広報活
動の実施 

○公開授業は教科内
での検討・教務部
の立案により実施 

 
 
 
 
 
Ａ 
 
 

 

〇新設のＩＣＴ部
によって業務の細
分化と効率化が進
んだ。 
〇広報活動もＰＴ
を編制し各所にて
リニューアルを図
った。 
〇計画に則って公
開授業を実施する
が、参加者数は少
なく、周知や公開
方法に課題が残っ
た。 

職員の資
質向上 

○学校改革
による業
務改善及
び校内研
修の充実 

○研修等へ
積極的な
奨励及び
育成 

○校務分掌
の活性化
とリーダ
ー育成 

○外部講師による校
内研修の実施 

○各担当業務におけ
る具体的目標の設
定とその進捗状況
の把握 

○面談等での研修紹
介及び推奨 

 
 
 
 
 
Ｂ 

〇主任主事を対象
とした校内研修や
個々のスキルや経
験値に応じた研修
を勧め、組織全体
の連携強化につな
げた。 
〇担当業務の進捗
状況の把握から改
善・対応までに部
署間で温度差が見
られる。 

働き方改
革の推進 

○業務の整
理・効率
化による
教職員の
ワーク・
ライフ・
バランス
の実現 

○セルフマ
ネジメン
ト能力の
育成 

○時間外勤
務時間 
月４５時
間を超え
る教職員
を月平均
６人以下 

 

○業務改善策の募集
・実施 

○職場の環境整備 
○迅速な情報の共有
化 

○日常的な職員への
声かけ 

 
 
 
 
 
Ｂ 

〇時間外勤務時間
が月４５時間を超
える教職員は１月
末現在で平均５.
７であった。 
〇今後も業務見直
しや調整等を行い
職員の心身の健康
の保持増進につな
げる。 

危機管理
体制の強
化 

○危機管理
意識の向
上と的確

○危機管理
マニュア
ルの点検

○総務部を中心とし
た各部での危機管
理マニュアルの総

 
 
 

〇危機管理マニュ
アルの点検及び見
直しを進め、新規



 な対応 ・見直し
及び防災
避難訓練
等の実施 

点検（改善） 
○実験・実習・体育・
学校行事等におけ
る想定及び事前指
導の徹底 

 
Ａ 

に作り直すことが
できた。 
〇定期的な防災訓
練等の中で見直す
べき課題発見とと
もに改善策をさら
に進める。 

○学校管理
下の事故未
然防止の取
組 

実験・実習
・体育・学
校行事等で
の事故「０
（ゼロ）」 

○定期的な劇物・薬
物の保管・使用状
況の点検 

○施設・設備の安全
点検 

 
 
 
Ａ 

〇学校薬剤師によ
る点検及びGoogle
フォームを用いた
広範囲の施設・設
備点検を実施。情
報共有から速やか
な事後措置を展開
している。 

 
学力  
向上 
 

基礎学力
の向上 
 
 

○学校全体
での個に
応じた指
導の徹底 

○生徒の授
業に臨む
規律ある
姿勢、理
解度に応
じた授業
づくりの
推進 

○授業の時間厳守や
与えられた課題の
提出の徹底 

○進路指導部と連携
した学習支援ツー
ル活用による個に
応じた指導と課題
の充実 

 
 
 
 
 
Ａ 

〇具体的方策にあ
げていることは概
ね達成することが
できた。 
〇学習支援ツール
や到達度テストを
休暇中の課題やそ
の課題テストとし
て活用し、教員の
業務負担軽減にも
つなげることがで
きた。 

わかる授
業の創造 
 
 
 
 
 

○生徒の実
態にあっ
た教科指
導力の向
上 

○新学習指
導要領に
対応した
観点別評
価の確立 

○ＩＣＴ活
用を意識
した授業
の実施 

○合理的配
慮ある授
業づくり
の推進 

○評価方法のさらな 
る工夫と改善 

○単元別シラバス作 
 成 
○ＩＣＴ部や支援員
による研修会の実
施 

○教育相談部と連携
した授業のＵＤ化
推進 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

〇テストや課題な
どを用いた観点別
評価も定着してき
た。 
〇ＩＣＴを用いた
授業実践や学校行
事への活用が進む
一方、授業ＵＤ化
はこれからも検討
が必要である。 

朝読書の
充実 

○朝読書の
推進 

〇１０分間
黙読の徹
底及び一
人当たり
年間冊数
の増加 

○全職員による読書
指導の継続 

 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

〇黙読の徹底はで
きている。 
〇ＩＣＴを活用し
た図書だよりの作
成・配付も定着し
た。 
〇図書館は頻繁に
利用されている一
方、電子媒体によ
る読書が一般化す
る中で年間の生徒
一人あたりの貸出
冊数は年々減少傾
向にある。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

将来を見
通したキ 
ャリア教
育の充実 

○適確な自
己分析と
適正な進
路選択 

 

○キャリア
パスポー
ト活用と
キャリア
プランニ
ング能力
の育成 

○進学目標
実現 

〇系統別進路学習・
進路ガイダンス・
進路･成績検討会
の実施 

○進学目標実現への 
個別受験対策の充  
実 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

〇進路・成績検討
会、進学個人指導
やキャリア･パス
ポートを適宜実施
し、生徒の進路意
識の向上と進路目
標の確認、進路実
現につながった。
〇コロナ禍で実施
できていなかった
ガイダンス等も実
施できた。 



○専門知識
や技術の向
上 

○地域産業
との連携 

○各学科の
特色を生か
した探究的
な学びの充
実 

○職場体験・インタ
ーンシップの実施 

○教科横断的なつな
がりを持った探究活
動の実践 

 
 
Ａ 

〇各学科で就業体
験やインターンシ
ップを実施した。
〇地域産業と連携
した研修や探究活
動・課題研究など
を実践することが
できた。 

就職指導
の充実と 
進路保障
の実現 

○適正な自
己理解と
職業選択 

 

〇就職内定
100％達 
 成 
〇早期離職
率低減 

〇担任とキャリアサ
ポーターとの連携 

〇事前職場見学推進 
〇就職試験に対する
個人指導の充実 

○卒業後の追跡調査
の実施・検証 

 
 
 
 
Ｂ 

〇就職面接や試験
の個別指導の徹底
により、就職内定
率100％を達成で
きた。 
〇早期離職防止の
ため、キャリサポ
ータによる就職内
定者集会や面談を
実施した。 

 
生徒  
指導 
 

基本的な
マナーの 
徹底 
 

○進学・就
職へ向け
た意識の
向上 

〇面接試験
等に通用
する整容
・挨拶指
導の徹底 

〇服装・頭髪指導年 
４回実施 

○全職員による自ら
考えさせる服装・
頭髪指導 

〇挨拶運動、登校指 
導の実施及び集会
等での実践 

Ｂ 

〇具体的方策を実
施し、概ね目標を
達成することがで
きたが整容面で何
度も指導を要する
生徒も見られた。 
〇挨拶指導では、
全職員による指導
の他に、風紀委員
会を中心に生徒主
体で取り組むこと
ができた。 

交通安全
教育の充 
実 
 

○全人教育
としての
交通安全
教育の充
実 

〇交通事故
・違反等
重大事故
や違反件
数「０（ゼ
ロ）」 

〇登校指導、安全点
検の実施 

○警察署と連携した
交通安全教室、新
規免許取得者講習
の実施 

○交通事故・違反者
の事後指導の実施 

Ａ 

〇具体的方策はす
べて実施すること
ができた。目標と
していた違反件数
「０（ゼロ）」は
達成できなかった
が、重大事故はな
く、原付に乗せて
指導するという取
り組みのおかげで
交通安全意識を高
めることができて
いる。 

自ら考え
る指導 

○生徒の実
態に合っ
た生活態
度やルー
ルの見直
し 

○校則の見
直し 

 

○生徒会を中心とし
た見直しの検討 

Ａ 

〇生徒主体で校則
の見直しを行うこ
とで、現在の校則
や学校生活につい
て社会情勢も含め
て考え直す機会に
なった。今後は教
職員、保護者との
共通理解を図りな
がら見直しを進め
ていく。 

○環境美化
の徹底と
環境教育
の推進 

 

○生徒保健
・環境委員
会を中心と
した環境美
化活動の充
実 

○ゴミの分別収集の
徹底 

○校内放送や掲示物
等による啓発活動 

 
 
Ｂ 

〇町内清掃活動を
２回実施し、保健
環境委員を中心と
して総計約100名
の生徒、職員が参
加した。 

人権教
育の推
進 

自他の命
を大切に
し、差別
を見抜き
許さずな
くす行動
ができる

○命を大切
にする心
を育む指
導の充実 

○人権教育
の内容の
充実 

〇ＬＨＲの
授業内容
の精選、
教材研究
の推進 

〇研究授業
による指

○「命の日」の実施 
〇授業検討会議の実 
 施 
〇各学年年間４回分
の教材を作成 

 
 
 
 
Ｂ 

〇「命の日」をス
タートに人権学習
を計画通り実践す
ることができた。
〇各学年の教材作
成では、学年や学
びの深化に応じた



生徒の育
成 
 

 導力向上 指導の充実を図れ
た。 

○職員研修
の充実 

〇職員の共
通理解と認
識の向上 

〇年１回の講演会の
実施と年５回の研修
を実施 

 
 
 
Ｂ 

〇中・高合同の講
演会を実施。職員
研修も計画通りに
実施し人権感覚の
確認から共通理解
・共通認識を図る
ことができた。 

いじめ
の防止
等 

いじめの
「未然防
止」及び
「早期発
見」 

○全ての生
徒が安全
・安心に
学校生活
を送り、
規律正し
い態度で
授業や行
事に主体
的に参加
・活躍で
きる学校
づくり 

〇生徒一人
一人が自
己有用感
を持つこ
とができ
る授業・
学校づく
り 

〇いじめの
早期発見
・未然防
止への対
応 

〇２者面談・アンケ
ート等の定期的な
実施 

○アンケート後の情
報共有と組織的で
迅速な対応 

〇専門家との定期的
な防止対策会議の
開催 Ａ 

〇具体的方策に挙
げている内容は概
ね達成することが
できた。（２者面
談、学期毎の心の
アンケート実施、
各学年会における
生徒の情報共有、
人権標語等） 
〇いじめの認知が
４件あったが、専
門家を交えた対策
委員会だけではな
く事案発生の際は
迅速に緊急委員会
を開催するなど早
期対応に努めた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

郷土を愛
し・誇り 
を持つ生
徒の育成 
と総合型
コミュニ 
ティ・ス
クールの
充実 

○ 地 域 行
事、ボラ
ンティア
への参加 

○全学科の
「総合的
な探究の
時間」に
おいて地
域課題に
関する学
習を実施 

○防災教育
の充実 
 

○地域住民
との連携 
○自治体・
地元企業
との連携 

○生徒が主
役となれ
る地域行
事や交流
学習の参
加 

〇八朔祭での造り物
製作並びにボラン
ティア活動への参
加 

〇協議会における意
見交換での学校の
創造的な魅力化推
進 

〇地域消防署と連携
した防災訓練並び
にＡＥＤ職員研修
の実施 

〇ＮＰＯと連携した
地域課題をテーマ
とした学習活動 

〇近隣小・中学校と
の交流活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

〇八朔祭りでは、
測量競技会全国大
会のＰＲ活動も兼
ねて、キャラクタ
ーをモチーフにし
た造り物を製作し
引き回しに参加。 
棚田ボランティア
も継続して実施。 
〇「総合的な探究
の時間」等で山都
町内のＰＲ動画を
制作するなど郷土
愛を高められる学
習活動を行った。 
〇避難訓練・救助
活動など地域の消
防署と連携し、生
徒・職員ともに実
演指導を仰ぐこと
ができた。 
〇近隣小学校との
交流学習も計画的
に３回実施。 

特 別 支
援 教 育
（ 教 育
相 談 含
む）の推
進 

特別な支
援を必要 
とする生
徒への柔
軟な対応 

○個の発達
に応じた
指導の充
実 

○職員研修
の推進 

〇職員全体
の指導力
向上 

○不登校等対策委員
会を適宜実施 

〇生徒の指導計画を
作成及び全職員に
よる支援 

〇定期的な職員研修
の実施 

 
 
 
 
 
Ａ 

〇不登校対策委員
会に限らず、適宜
ケース会議を実施
し、支援方法の検
討や実施と見直し
を行った。 
〇職員全体の指導
力向上に向けた研
修を２回、生徒理
解に関する研修を
２回実施した。 

  
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 
・小・中学校ではキャリア教育の視点から学力向上につなげようとしている。中学校での取
り組みと高校のキャリア教育とつなげたい。 

・高校での学習活動を知ることで中学校での学習活動にフィードバックできる。中学校・高
校との接続をよりスムーズにしていきたい。 

・不登校の寮生に対して関係職員やＳＣ、ＳＳＷ、病院と連携しながら対応しているが、家
庭との連絡・連携の難しさなどが分かり、ＮＰＯ運営の寮の課題も知れた。 

・タブレット端末を活用し、休校時の教材や課題の提供などの対応も可能である。その有用
性からタブレット端末を「毎日持ち帰り」にするなどの検討もしてほしい。 

・朝課外の廃止になったが、スタディサプリの導入だけでなく、夕課外・個別指導を継続に
実践し進路保障に結びつけてほしい。 

・地域のボランティア活動に矢部高生が参加してくれる。食農科学科による棚田を守るため
の水路清掃や林業科学科の生徒が植樹にも参加してくれた。今後も継続的な取り組みにし
てほしい。 

・毎朝、道路に立っていると気持ちの良い挨拶をしてくれる。正門一礼もできており、見て
いてとても気持ちが良い。 

・地域みらい留学は、昨年度よりも学区外の生徒数が減少している。年々参加する高校が増
えており、矢部高校の魅力をアピールしていく必要がある。業者に委託してＰＲ動画を制
作する学校もあるが、在校生が直接説明をすることで、中学生・保護者が高校生活を分か
りやすく、イメージしやすいのではないかと思われる。また、学校の魅力を発信する内容
は、より精選・精査していく必要がある。 

・生徒の家庭学習に係るアンケート項目の数値が低いのが気になる。今後も家庭学習の定着
を図りつつ、アンケート数値の推移にも注目していきたい。 

・１年生が制作した動画を拝見した。生徒も山都町を知る機会だけでなく、山都町の「食」
と商店街の魅力化にもつながって感謝している。 

・山都町は東京農業大学校との包括協定がある。高校でも大学提携のショップなどに実習製
品を出品させてもらっても良いと思う。また、大学と連携することで、農作物生産におい
ての有益な情報やアドバイスをもらうこともできると思われる。 

・学校施設を山都町と一緒に施設利活用はできないだろうか。生徒数も大幅に減少し、日常
の掃除をはじめ、施設管理も難しくなってきていると思われる。画期的な方策を検討する
ことも必要である。 

・町の好きなところ・嫌いなところ・改善したほうがいいところ、町政の良い点・悪い点な
どをまとめたパネルディスカッションを行う等、地域について生徒たちがより深く考えら
れる時間があると良い。（総合的な探究の時間・課題研究などにおいて） 

・中学校で実習製品であるジャムを販売してくれた。製造した人の姿（先輩）やコメントを
直接が聞くことができ、中学生にとっても良い取り組みであった。 

 

５ 総合評価 
・地域住民の方々の本校に寄せる期待と関心度は非常に大きい。少人数でだからこそできる
生徒一人ひとりの実状に寄り添いながら、丁寧で熱心な学習指導、進路指導、生徒指導等
の実践に努めており、その成果が本年度の進路状況にも着実な成果として表れている。 

・少なからず転・退学者はいるが、担任・学年団・教育相談部・養護教諭・人権教育主任な
どの校内連携に留まらず、外部の専門機関との積極的な接続と連携強化が生徒や保護者の
安心感を生み、ネガティブな思考から前向きな思考への転換につながっている。 

・３学科（林業科学科・食農科学科・普通科）ともに地域に根ざした取り組みから、学科の
特性に合わせた関連機関との特色ある教育活動を展開している。また、本年度から普通科
でもインターンシップを実施し、学科横断的な学びの展開へつなげられた。 

・習熟度別授業や類型別学習などの授業形態の工夫に努め、少人数クラスの強みを生かし、
個々の生徒に対して丁寧な指導は継続的に行っている。 

・「地域みらい留学」を利用して全国規模で生徒募集を行っているが、一番身近にいる地元
中学生の進学率をさらに高めるため、山都町の支援を最大限に生かすとともに、引き続き
充実した教育活動の展開を進める。また、中学生向けの情報発信だけでなく、その保護者
や中学校の先生方にしっかりと伝わる情報発信にも力を入れる必要がある。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・今年度の学校評価アンケートの調査項目は、具体的目標や方策に沿った形とし、より取り
組みの達成度を数値的に検証することができた。また、調査対象範囲を生徒・保護者・職
員の三者とし、データ分析をしやすいものにした。今年度の結果をさらに検証しながら、
生徒が主体的で能動的に活動し、活躍できる教育活動の展開、タイムリーで魅力ある情報
発信、小・中学校や地域企業・大学や専門機関との連携を強化し、地域の期待や要望に応
えられる人材育成と学校づくりを目指す。 

・安全・安心な学校として、バイクや自転車の交通安全指導の徹底、本校や地域の実態に即
した防災活動、外部との連携による教育相談のさらなる充実など継続して取り組む。 

 


